
   

 

〈はじめに〉当院の糖尿病センターは 2008 年

4 月に開設されました。糖尿病の発症予防、進

展阻止のために、血糖、体重、脂質、血圧のコ

ントロール、食事や運動といった生活習慣の改

善に力を入れています。また、地域の医院、診

療所と連携を深め、患者さんが行き来しながら

よりよい医療が受けられるよう努めています。 

日本糖尿病療養指導士は看護師、管理栄養

士、薬剤師、理学療法士、臨床検査技師が在籍

し、患者さんの療養指導に従事しています。 

 

〈 糖尿病教室 〉当院ではクリニカルパスを使

用した糖尿病教育入院を行っています。各職種

が糖尿病教室（資料 1）を担当し、患者さんは

糖尿病についての知識を学んでいます。歯周病

の評価に応じて歯科の受診勧奨をしています。  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〈 糖尿病の足病変予防 〉入院時にフットチェ

ックを行い大切な足を守るため、足のお手入れ

方法について個別指導を行っています。 

当院には、糖尿病看護認定看護師が 2 名在籍

しています。入院患者さんのフットケアの充足

を図るためフットケアの依頼手順書（資料 2）

を作成し、看護スタッフが中心となり予防的フ

ットケアが行えるよう活動も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 糖尿病カンファレンス 〉毎週水曜日 16 時

から、各職種が集まり糖尿病カンファレンスを

行っています。最新の情報を持ち寄り糖尿病に

ついての学びを深めています。患者の情報共有

や問題点についてもディスカッションを行い、

様々な意見を参考に支援に活かしています。 

 

〈おわりに〉各職種が連携し、患者さんが糖尿

病と付き合いながら自らのやる気を引き出せる

ようサポートを行っていきたいと思います。 
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（資料 1 糖尿病教室スケジュール） 

 

（資料２ 入院患者のフットケアの依頼手順書） 
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